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「財政構造改革プラン」策定の経緯「財政構造改革プラン」策定の経緯

－１－ 岡山県岡山県

財政に関する中長期試算（H20～H30） （H20.5.29)

●● 今後、巨額の収支不足（平均約今後、巨額の収支不足（平均約400400億円）が続く見込み億円）が続く見込み

●● 臨時的歳入対策での対応はもはや限界臨時的歳入対策での対応はもはや限界

財政再生団体への転落回避に向け財政再生団体への転落回避に向け

岡山県財政危機宣言 （H20.6.2）

これまでの『行財政改革の総仕上げ』

県民サービスにも留意しつつ・・・
� 官と民との役割分担
� 県と市町村との役割分担
� 県行政の守備範囲そのものの見直し

あらゆる事業をゼロベースあらゆる事業をゼロベース
で見直しで見直し

「岡山県財政構造改革プラン（素案）」を策定 （H20.8.27)

あるべき貯金
は既に枯渇！

特定目的基金の
活用も限界に！
（残り５０億円）

交付税ショック
（▲300億円）の
後遺症が続く！



素案から最終方針へ素案から最終方針へ

－２－ 岡山県岡山県

「岡山県財政構造改革プラン」を決定 （H20.11.18)

反映反映反映

改革プラン素案への様々なご意見やご要望等を伺いながら調整改革プラン素案への様々なご意見やご要望等を伺いながら調整改革プラン素案への様々なご意見やご要望等を伺いながら調整

県民の皆様
からの

ご意見やご
要望

（パブリック・
コメント等）

県民の皆様
からの

ご意見やご
要望

（パブリック・
コメント等）

市町村と
の協議・

調整
市町村と

の協議・
調整

県議会か
らのご意

見や

議会での
議論等

県議会か
らのご意

見や

議会での
議論等

関係団体
等からの

ご要望
関係団体

等からの

ご要望

岡山県財政構造
改革プラン（素案）



持続可能な財政運営のための持続可能な財政運営のための『『５つの目標５つの目標』』

① 歳入に見合った歳出規模へ転換します。

② プライマリーバランス（元金ベース）の黒
字を維持していきます。

③ 柔軟でスリムな組織で効率的・効果
的な業務を行います。

④ 臨時的な歳入対策に頼らない健全な財
政運営を行います。

⑤ 以上、すべての改革を平成２４年度まで
に達成します。

● 収入にあわせた予算を組みます

● 県債残高をこれ以上増やしません

● 同規模県と比較して最もスリムな
体制を目指します

● 行革推進債などの緊急避難的な
対策による財政運営と決別します

● 今後、４年間で改革の総仕上げを
行います

－３－ 岡山県岡山県

今後、持続可能な財政運営を
維持するために「５つの目標」を

必ず守っていきます。

今後、持続可能な財政運営を
維持するために「５つの目標」「５つの目標」を

必ず守っていきます。



財政構造改革プランの取組内容財政構造改革プランの取組内容

◆独自の給与カット
約１２０億円

ⅠⅠ人件費・内人件費・内
部管理経費の部管理経費の
削減削減

ⅡⅡ歳入の確保歳入の確保

－４－ 岡山県岡山県

H24まで

②公の施設の見直し 約１０億円

①一般施策等 約１１８億円

③公共事業 約２億円

①歳入確保 約５０億円

②退職手当債 約９０億円

総額 約４０５億円総額総額 約４０５億円約４０５億円

③運営費（Ｄ項） 約３０億円

①定数削減 約７０億円

②手当等の見直し 約３０億円

④公債費（Ａ項） 約５億円 調整後調整後調整後

②公の施設の見直し 約９億円約９億円

①一般施策等 約１０７億円約１０７億円

③公共事業 約２億円

①歳入確保 約５０億円

②退職手当債 約９０億円

総額 約３９６億円総額総額 約３９６億円約３９６億円

③運営費（Ｄ項） 約３０億円

①定数削減 約６８億円約６８億円

②手当等の見直し 約３０億円

④公債費（Ａ項） 約１０億円

▲２

▲１１

▲１

ⅢⅢ行政経費の行政経費の
削減削減

正規教員のさらなる
講師への振替中止

各種要望等を踏
まえ、子どもの教
育分野や経済情
勢などに配慮

＜素案＞

各種要望等に
配慮

＋５



持続可能な財政構造に向けた着実な取組持続可能な財政構造に向けた着実な取組

（億円）
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年度ごとの効果額の推移（H24まで）年度ごとの効果額の推移（H24まで）

独自の給与独自の給与
カットカット

行政経費の行政経費の
削減削減

歳入の確保歳入の確保

人件費・内部人件費・内部
管理経費管理経費
の削減の削減

（年度）

－５－ 岡山県岡山県

※年度によっては、一時的に、特定目的基金の活用等により対応
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取組反映後

２４年度以降、巨額な収支不足は解消！２４年度以降、巨額な収支不足は解消！

（億円）

改革前の収支見通し（H20.8.11)

改革後の収支見通し改革後の収支見通し
財政構造改革反映財政構造改革反映財政構造改革反映

持続可能な財政構造
へ転換！！

持続可能な財政構造
へ転換！！

（年度）

（年度）

－６－ 岡山県岡山県

※年度によっては、一時的に、特定目的基金の活用等により対応



フローベースはもとより、ストックベースもさらに改善フローベースはもとより、ストックベースもさらに改善

（億円）

10,506 10,247 9,961 9,650 9,350 9,060 8,790 8,540 8,310 8,070 7,910

1,936 2,081 2,213 2,340 2,450 2,550 2,660 2,760 2,860 2,950 3,030
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－７－

（％）

（年度）

（年度）

岡山県岡山県

残高が減少を続ける
＝プライマリーバランス
は常に黒字！

以後、指標は
低下傾向に！

以後、指標は
低下傾向に！

早期健全化基準
(25%)を大きく下回
る水準を維持


